
布-

2.茄6回行動の研究会-aggressivebehavior-
3.茄1回霊長類の系統進化と周辺科学

4.茄3回生枚生理に関するシソポジウム

5.妨4回脳と行動研究金一記憶のメカニズムにつ

いて-

6. ニホソザル地域個体群に飼する研究会

7.妨7回ホミニゼ～シzz./研究会

8･第4回霊長類タソバク質の構造･較能 ･進化

9.茄4回ロコモーシすソ･ワーキング･グループ

研究会

以上の共同研究,研究会に使用された甥用は,研究

員等放資673.5万円,校貨273万円であった｡これらは

応募者が申請した必要額の半分にも逮しない茄であ

り,共同利用研究活動の発展のためには大巾な増餌が

要望される｡ (室 伏 晴 子)

2.研 究 成 果

設定課珪 1 ニホンザル地域個体群の研究

下北半島におけるニホンザルの生息環境とし

ての森林植生と森林施業

荻野 和彦 (京大 ･鼓)

下北半島のブナ･ヒパ林がニホソザルの生息環境とし

て,どのような植生構造をもち,森林施業が植生にどの

ような影響なおよはすのかを調べるため,必統調査をお

こなった｡

1976年には,11月に現地調査を実施した｡調査地域は

下北郡大畑町,大間町,佐井村にまたがった国有林であ

る｡

現在までに9コの永久調査プロツT･(1プロットの面

跡 よ1600mt) が設監されている｡その配置は必ずしも
ニホソザルの生息域にとらわれることなく,調査地域全

体の柚生榊辺をひろくおおうよう配慮した｡施業の租輔

によって,無地菜.ブナ択伐,ブナ漸伐,ヒパ択伐など

の施米辺からプロツ7.は選ばれている｡

プロット設匠後の経過年数についてみると.3年経過

したものが4プロット,2年経過したものが4プロット
である｡ 1プロットは1976年度に新しく設置したもの

で,柑 こ大仰営林署管内7林斑の奥戸川流域,コロビ石

沢付近のニホソザルの泊り場付近に選んだものである｡

新設のプロットについては,他のプロットと同じく.

企立木の蛸冠投好図を描き,林冠の階層構造を記録する

とともに,肋筋直径,梯高を測定した,胸高位置は白ペ

ソキで印なつけ,鮭統調査にそなえることとした｡

既設のプロットにおけるくりかえし測定の結果は,2

年経過プロツ1.では単木的には生長丑の井出可能な個体

がみとめられるにもかかわらず,&lj定誤差が大きく林分

位をもとめるには,なお精度が不十分であるように息わ

れる｡3年経過プロツ7.についても,林分値をもとめる

には,なお柏度が十分でないきらいがある｡さらに調査

を払拭して,生長丘をもとめるためのチークを蓄積する

必要があろう｡

ニホンザル地域個体群間の非計測的特徴によ

る変異性の研究

山極 芳一 (京大 ･理)

日的 ;生体にみられる非計訊ll的特徴の比較を行ない,

ニホソザルの種内変異の実態と地域個体群間の放線関係

を明らかにする｡

方法 ;1)調査地は個体への接近可能な餌づけ群をも

つ屋久島,革島,苗崎山,小豆島,嵐山 箱根,房総,

地獄令,下北とした｡ 2)観察項目は変異性が明確であ

り,季節等の変化を受けず,観察のし易いもの48項目を

遇出し,判定基準を設定した｡ 3)2)によりチェック･

1)スT･を作成し, 1)の地域で描掛こよることなしに調

査を進めた｡(個体識別のされていない場合は,祝祭個

体の盃投を避けるために調査個体の性･年令を定め.一

定時間一定空間でのチェ ックを行ない,同条件の鋭祭は

一回限りとした｡)4)3)で得られた資料を,地域,性,

年令,家系のわかるものは家系ごとに頻度をとって,各

形質の出現傾向を調べた くこの分析は現在も続行中であ

る)｡5)地超的変異を出すために.各形質の判定基準を

有 ･無の二つに整理してその頻度をとり,相関のあるも

のはそのうちの一つを採択した｡ 6)5)で得られた頻度

をSmithの式∑(e1-02)2/N-(1/nl+1/n2)に入れ,各
集団間の距社を井出した｡

結果と考察 ;1)毛に関する10変異形質は,各生息地

の先晩とほぼ平行した変化を見る事ができ,先供とこれ

らの形質との間の相関を推定する串ができる｡ 2)1)以

外の変異形質によって集団間の距虻を井出すると,a)苗

崎山,嵐山,沿河原は互いに非常に近く,朔似の変異の

傾向を持っている｡ b)小豆島は変異の幅が小さく,良

峡的傾向がみられるが a)にあげた袋田に比較的近い｡

C)串良も島供的供向が顕著にみられ,各集団と遠い距

離にある｡ b)昆久島は他集団から最も遠く離れ,変異

傾向も擾端な位置を占める串が多いが,他方同質の変異
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